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集中型 NET（Intensive NET）について 

近年の最も顕著なトレンドは、週 1 回のセッションではなく、数日間〜1 週間で集中的

に NET を実施するアプローチです。 

 1 週間集中プログラム（HI-NET）: 2025 年に発表された研究（Miller et al., 

2024/2025）では、わずか 1 週間で 6 セッションを行う集中型 NET の有効性が

示されました。 

 治療効果: 非常に重篤なトラウマ（多重トラウマ）を抱える群に対し、PTSD 症

状、抑うつ、解離症状のすべてにおいて有意な改善が報告されています。 

 意義: 治療のドロップアウト（中断）を防ぎ、短期間で日常生活への復帰をサ

ポートできる点から、入院治療や緊急性の高い支援現場での導入が期待され

ています。 
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